
　町内をはじめ全国には、谷干城の功績を称える史跡が残されています。
この特集では、各地にある干城に関する史跡などを紹介し、干城を顕彰していきます。

　干城の高祖父・谷秦山は、「土佐南学中興の祖」として知
られ、彼の教えは後の土佐勤王党の思想基盤にもなりました。
秦山の墓所には「学問成就の神様」として県内外から多くの
受験生が訪れ、絵馬の代
わりに日章旗に合格祈願を
記して参拝します。また、墓
石は質素な自然石が使われ
ています。この秦山の教え
により干城の墓石も自然石
が使われました。

谷秦山墓所〔国指定史跡〕（香美市土佐山田町）
　明治３年創業の得月楼は、宮尾登美子著「陽暉楼」の舞
台にもなった高知を代表する老舗料亭。店名の由来は、明治
11年に西南戦争からの凱旋祝いを兼ねた観月会の席で依頼を
受けた干城が、
　「近水楼台先得月、向陽
花木易為春」（水辺に近
い高閣は先に月を得る、
太陽に向いている花木は
春になりやすい）

の詩から「得月楼」と命名
したそうです。

［ 第２回 ］ 青年時代～幕末（1847～1867）

谷干城
四万十町が生んだ偉人

谷 干 城 の 足 あと

谷干城の生涯 （著 ： 林 一將）
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　この町に来るまで谷干城を全く知らなかった。台地祭と一緒
になって「谷干城まつり」が始まり、初めて谷干城なる人物を
知った。そして干城が窪川の出身であること、西南戦争で西
郷軍を破ったことや鹿鳴館時代に象徴される欧化政策に真っ
向から反対したことなどを知った。

　「谷干城まつり」が始まり、干城を知ってもらうという功績は
確かにあった。ただ、仮装パレードと辻々で行われる講談師の
語りに合せて町の有志が動作するパフォーマンスでは、インパ
クトが弱いという印象を持った。これをミュージカルで、しかも
街頭で行えば、きっと楽しいものになり、もっとお客さんも呼べ
ると思った。仮装パレードはよく聞くが、ミュージカルとなると
例があまりなく、町の独自性も出せる。

　ミュージカルでは、歌える人とバンドが必要になる。幸いこ
の町には女性バンド「シャドー・フィールド」が存在し歌唱力
もある。これに白羽の矢を立て協力をお願いし、快諾をいた
だいた。そして第３回「谷干城まつり」にミュージカルを提案
した。その年は、事業費が減額され従来の演出が困難なため、
ぜひ進めてほしいとなった。それから「谷干城まつり」のメイ
ン事業として街頭ミュージカルが行われることになった。

　ミュージカルの台本を書く
にあたって干城をもっと知る
必要があり、平尾道雄著「子
爵谷干城傳」や嶋岡晨著「反
骨谷干城　明治の人」など
を読んだ。より知ってみると
非常に魅力のある人物であ
ることが分かった。清廉潔白で私利私欲とは無縁の古武士的
人物であり、人民の困苦に目もくれない政府の誤った方針に
は厳しい意見を述べる。それが通らなければ要職を辞したりし
ている（農商務大臣や貴族院予算委員長など）。職を賭して
意見を言う政治家が今いるだろうか。利権渦巻く現在の政界
にこそ求められる政治家である。

今回、谷干城の思いを語っていただくのは、「ファミリークリニック四万十」院長の溝渕先生です。
「谷干城ミュージカル」の生みの親である先生の干城への思いをご覧ください。

谷干城とわたし　溝渕 和久（琴平町）
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若き頃の「干城」

干城を支えた
「くま子夫人」

干城に影響を与えた
「坂本龍馬」「中岡慎太郎」
（国立国会図書館）

青年・干城

　平成30年（2018年）は、明治維新（1868年）から150年目にあたります。
　四万十町通信では、幕末の志士・明治の元勲「谷干城」の生涯や史跡などを 8 月から 4 回
にわたり紹介しています。今回の「谷干城の生涯」では、窪川から高知城下へ移った後の干
城の活躍を紹介します。

たにかんじょう

秦山墓所と合格祈願の日章旗干城が命名した「得月楼」

得月楼（高知市南はりまや町）
とく げつ ろう

溝渕先生が参考にした干城の本

「谷干城ミュージカル」の様子

高知市

香美市

は
い 

え
つ

あ
ん 

ど
ん

赳
赳
武
夫
公
侯
干
城

き
ゅ
う
き
ゅ
う
た
る
も
の
の
ふ
は
こ
う
こ
う
の
か
ん
じ
ょ
う

　（
猛
々
し
い
武
夫
は
公
侯
の
干
と
な
り

　  

城
と
な
って
国
家
を
護
る
）

干城は二人が襲われた近江屋へ
真っ先に駆けつけ、生涯をかけて
犯人を追ったそうです。

6四万十町通信一平成30年9月号7 四万十町通信一平成30年9月号


